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あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
ハ
ガ
キ
で
、

電
話
で
）

〇〖g28番…………ハイこちら役場です
ヵヽ と

住委らなめな 0 0 役
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お てどバ近場 ひ、J‘おをスごの

民五役場り考え のろ町
時ま運‘民

る：＇，まのすて行つ課
示百で し の ‘がとと 昼

：ヽ：．： ： •．、-

でごでひ昼め生 ゃす゜とおるので活福祉

食
． 
］ 

の気軽の 時間鹿野

消

： 時間に〗時閻• に 川 課

時 /・1 
は お 多へで

毒‘出＜ い出は
日 こる

も曜だけと人

液日さて °が lご... -. ...•. ' をい
ヽ

ふt 

の ゜み え 受ぞ な た な
.. 号:： :• : 名:• ：．‘9ほ‘. •• 

し、 さ こ

付て ん と

ど
発 行

闊 ゜
ノー用・： 

肱川町企画調整室

日 が け 電話肱川局 120

り
印刷 工ヒメコープ印刷部

朝

ま八 す ，ヽ― - ← ~~ 

時 む 昭和48年 6月末現在
よ

す> う
~::;:-;·; 世帯数 1,126戸

つ 人口（男） 2,129人

一 （女） 2,193人

るの 七な
計 4,322人

こ手数： こ 〇ど法律 戸籍抄本を一通ください 6月の喜びと悲しみ
と れ円の

に にに手眉 の ハイ 70円です
出 生 大 和 片 山 治枝

なとな改 嘉城大野憲二 （
り なもり 正
まの まがで 小藪萬岡清茂

しよ いす゜五戸籍謄

手羅料が1月からあがりますたう‘ O 大平丸川 勝行
゜にそ 円 i死亡 藤の原山崎幹雄改の

から 抄本
め他

中共嘉協山
居
谷栄城生槌

安
川

武
志

福

山

義

一

山
本
登
志
夫

沖

野

嘉

定

瀧

野

嘉

儀

”
犬
“
の
指
導
員
で
き
る

苦
情
、
野
犬
な
ど
の
通
報
を
ど
う
ぞ

0
戸
籍
の
閲
覧

0
公
簿
、
図
面
の
閲
覧

一
戸
籍
に
つ
き
七

0
円

一

種

類

一

回

七

0
円

0
戸
籍
、
除
籍
の
謄
抄
本

0
公
簿
、
図
面
の
謄
抄
本

一
枚
に
つ
き
、
七

0
円

一

枚

に

つ

き

七

0
円

0
住
民
票
の
写
し

0
土
地
、
建
物
等
の
証
明

一
枚
に
つ
き
七

0
円

一

枚

に

つ

ぎ

七

0
円

〇
印
鑑
証
明

0
そ
の
他
の
証
明

一
枚
に
つ
き
七

0
円

一

枚

に

つ

ぎ

七
0
円

白

石

影

地

広

常
久

保

知
者
の
木

大

平
大
屋
敷

森
肱

栄

大

和

中

野
小

藪

，

下
鹿
野
川

上
鹿
野
川

京

造
奥
の
山

見
の
越

月
野
尾

柴冨大磯白川松柴兵橋 兵 山 上堀今水岩上
田氷越貝尾本本田頭本頭本田内 宮 池田田

善
熊寅龍長繁善重太芳正 朝武春雅 利
義 幸一信夫男男郎一之香則徳雄司恵昭雄

下
敷
水

敷

水

上
敷
水

下
嵯
峨
谷
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上
嵯
峨
谷

蒐
野
尾

橡
の
木
瀬

柳郷
市
の
畦

瓜
生
谷

町
藤
野
原

小

倉

中

津

館
内
容

乳
幼
児
の
心
理
と
し
つ
け

助
産
婦
に
よ
る
診
察

各
種
検
査

高

見

重

正

森

本

恒

男

和

気

一

郎

大

見

宗

俊

渡

辺

弘

務

和
気

善
通

冨

氷

清

輝

中
川
彦
四
郎

宮

田

義

盛

市
川

澄
男

橋

本

英

機

浜

田

洋

一

〇

幼

児

の

歯

を

守

る

た

め

浜

田

令

輔

健

康

相

談

を

と

う

ぞ

近
頃
各
地
で
犬
に
よ
る
被
害

0
と

き

七

月

第
四
水
曜
日

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

石
田

保

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

今
井
福
太
郎

0
と
こ
ろ
大
洲
保
健
所

そ
こ
で
町
で
は
七
月
一
日
か

宮
川

熊
男

0
対

象

永

久

歯

が

は

え

る

ら

、

各

部

落

に

犬

の

指

導

員

を

時

期

の

五

、

六

歳

児

お
い
て
部
落
内
に
お
け
る
犬
の

0
内

容

歯

の

検

診

お

よ

び
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第
八
二
万
円
な
ど
で
す
。

3

税
関
係
条
例
一
部
改
正

i

置

哨店・・
C

●り．患羞翠”ず

正
し
い
飼
い
方
の
指
導
や
野
犬
'
‘
’

宜
i"

．．
 n
．
~
＂
・

ず
見

"m"
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s
"
2
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~
〇
処
置
料

に
つ
い
て

＂

フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
五
十
円

．．
 

今
回
改
正
の
主
な
点
は

＂

「住
宅
用
地
課
税
の
引
き
~
．

旦
胃
戸
[
“
い
い
〗
〗

至
き

且
ー
贔
譴
瓢
に
新
設
さ

汀
〗
いL
旦
三
〗
議
の
動
議
会
定

□峠
闘
闘
鍔
”
下
け」、
住
宅
用
地
に
つ

i
サ
ホ
ラ
イ
ト、白
円

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
い
て
は
今
ま
で
前
年
度
の
",

例
会
は

"

1
.
i
]

六
月
二
税
の
対
象
額
に
対

し
二
〇

~
0
母
子
家
庭
に
タ
イ
プ

た。

t
 

．．
 珈
．．
 

芹
．
i
t
•

こ
の
施
設
は
、
住
民
の

．
十
二
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
％
ず
つ
上
積
課
税
さ
れ
て
i

技
能
習
得
は
い
か
が

今
後
、
部
落
内
に
お
け
る
犬
＂

の
苦
情
、
野
犬
な
ど
の
通
報
は
い
一
日
間
と
し
、
日
程
報
告
の
発
展
を
は
か
る
た
め
に
設
い
た
も
の
が
、
評
価
額
の
｝
〇
種
類
和
文
タ
イ
プ

0
期
間
八
月
六
日
ー
十
一
月

二
分
の
一
の
課
税
に
か
わ
~

指
導
員
を
通
じ
て
、
役
場
へ
連
i

あ
と
、
提
出
議
案
が
審
議
さ
置
さ
れ
る
も
の
で
、

管
理

末
日
ま
で

り
ま
す
。

「住
民
税
、
電
~

絡
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
｀
~
れ
、
全
議
案
原
案

ど

お
り
可
は
教
育
委
員
会
が
行
な
い

・
O
場
所
公
山
市
県
母
子
セ
ン

気
ガ
ス
税
率
の
緩
和
」
標

5

y, 

い

た

し

ま

す

。

ぃ

決

さ

れ

ま

し

た

。

一

般

会

計

ま

す

。

•
I タ

ー
習
得
費
無
料

ニ3
狩
猟
者
講
習
会
が

導
[
[
二
〗

[
[
-
E
E
m
2
2

口
曰
一
国
曰
5鼠

0
0
9七
月二
十
四
日

汗
生
角
田
和
三
ぃ

ー
—

竿R
八
十
九
回
定
例
会

ー
~
あ
り
ま
す

道
野
尾
円
南
寺
春
義
~

こ
と
し
の
狩
猟
者
講
習
会
に

八
三
五
万
円
を

2
、
手
数
料
条
例
の
全
部
改
準
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
i

上
森
山
①

城

戸

一

馬

凸
予
算
は
二、

②
上
野
光
夫
~
追

加
し
て

総
額
四
億
二
七
八
正
に
つ
い
て
ま
し
た

。

「
固
定
資
産
税

i
受
講
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領

パ
＂
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
こ
の
改
正
は
、
政
令
の
減
税
点
の
引
ぎ
上
げ
」
家

i

で
手
続
ぎ
し
て
く
だ
さ
い
。
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予
算
の
主
な
も
の
は
、
地
す

改
正
に
よ
っ
て
戸

籍

関

係

屋

五

万

円

が

八
万
円
に
、

i

受
講
は
初
心
者
と
経
験
者

．
で
す
。
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へ
日
初
心
者
の
日
程

．

~ ▲

~
べ
り
対
策
事
業
と
し
て
菟
野
の
手
数
料
が
七
十
円
に
増
土
地
八
万
円
が
一

0
万
円
"
『

))~" 
室

．ヽーノ、
・ーノ

日
湖
湖
所
~
い
尾
農
道
、
排
水
路
新
設
費
額
さ
れ
、
七
月
一
日
か
ら
に
、
償
却
資
産
三

0
万
円
~

-

4

川

川

幻

り

刷

議

〇

会

□一
、
八
二

0
万
円
、
大
谷
小

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
が
一

0
0
万
円
に
そ
れ
ぞ

i

什
日
時
場
所
（
第
一
次
）

カ

）

卿

一

日

目

八

月

九

日

午

前

＂
九
時
大
洲
市
民

会
館

会

）

）

ま

集

i

，
二
学
校
プ
ー
ル

整
備
費
三

一
0

し
た
。
こ
れ
に
伴
な
っ
て
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

i
-

日

月

野

野

学

な

室

役

場

）

ー

（
中

室

日

J
l
.

＂

5

万
円
、
町
創
立
三
十
周
年
記
他
の
手
数
料
も
七
十
円
に
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
~
｀
第
二
日
目
八
月
十
日
午
前

ヽ
~

6

7

)

室

）

国

庫

中

み

和

室

）

且

7

)

禾

~
i
念
事
業
費

一
〇
七
万
八
千
円

増
額
し
た
も
の
で
七
月
―
つ
い
て
は
、

軽
減
世
帯
の
~、
九
時
大

洲
市
五
郎
大
橋
下

役

（

館

宇

・

月

館

議

館

選

選

11

と

館

）

記

）

査

）

（

崎

）

議

）

館

議

）

6

)

）

民

会

民

）

予

予

閾

）

）

）

（

民

校

議

校

検

校

会

十

館

会

）

館

）

民

会

校

）

i

＂
町
単
独
事
業
災
害
復
旧
費
八
日
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
一
回
日
時
場
所
（
第
二
次
）
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第

一
日
目
八
月
二
十
一
日

学

）

例

五

民

場

館

民

館

）

公

場

学

室

）

民

'

)

.

民
館
（
役
小
場
和
館
公
）
小
小
~

．．．．．．．．．． 
，
 
．．．．．． 
，

．，
 

館

校

公

館

公

校

県

県

（

校

校

館

）

会

公

学

）

会

学

業

）

公

（

）

公

民

会

谷

役

館

民

（

館

山

谷

}

民

学

（

民

（

学

り

り

査

学

学

民

館

談

（

中

場

場

小

事

館

小

館

定

（

公

役

民

公

検

小

中

公

）

民

座

会

川

役

役

野

の

民

谷

民

会

会

（

（

午

前

九

時

大

洲

市

民

会

館

そ
の
た
め
に
は

ぅ

第
二
日
目
八
月
二
二
日
午

公

小

会

公

会

小

(
（
i

ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で
／
み
ぞ
や
、
川
や
、
山
に
コ
ミ
人
六
百
万
人
が
、

II

飢
え
II

に
苦
前
九
時
大
洲
市
五
郎
大
橋
下

（
谷
の
（
修
野

l

一
応野
1
1
（

館

公
区
長
肱
（
（
中
会
公
大
公
議
大
会
会
（
会

館
（
公

る
会
大
（
民
公
会
民
正
岩
~

与

岩

母

設

研

中

（

げ

反

中

膨

会

民

（

地

員

式

（

会

会

（

議

（

（

（

町

技

議

討

修

談

民

会

（

え

討

（

査

公

（

事

公

．

投
（
保
開
員
（
体
体
ン
（
（
員
公
談
店
委
工
射
長
議
射
協
会
射
射
川
球
審
検
研
懇
公
員
射
考
検
射
監
（
診
理
（
射
射
~
し
ん
で
い
ま
す
。
口
経
験
者
の
日
程

ン
種
と
所
職
会
総
総
リ
種
種
委
（
相
売
任
竣
注
団
協
注
策
総
注
注
肱
員
営
画
部
部
（
役
注
を
画
注
月
会
検
ん
会
注
注
~
き
れ
い
な

川

や
山
は
、
私
た
を
す
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
心
あ
る
救
援
金
を
待
ち
ま
す
い
日
時
場
所

第
一
次
八
月
二
日
午
前
九

チ

接

側

談

務

長

校

校

ク

接

接

纂

談

康

販

常

道

防

分

営

防

対

会

防

防

，

識

運

計

人

年

級

会

防

育

計

防

例

長

団

さ

員

防

防

5

ち
を
慰
め
、
心
を
や
わ
ら
げ
て
う
。

ク
G
校
相
事
校
高
高
ル

G
G

編
相
健
こ
会
農
予
団
運
予
和
友
予
予
回
教
館
興
婦
青
学
族
予
教
興
予
計
校
集
編
委
予
予
~
く
れ
ま
す
。
※
受
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
時
内
子
町
公
民
館

み
ん
な
で
、

11
や

山

を

大

切

ア

フ

リ

カ

か

ん

ば

つ

の

役

場

内

日

赤

肱

川

分

区

第

二

次

八

月

三

日

午
前
九

，
ワ

C
学

権

校

例
国
国
べ

c
c
誌

政

児

ば

議

倉

脳

防

保

脳

同

老

脳

脳

89
校

民

振

員

工

親

遺

脳

和

振

脳

会

内

の

誌

生

脳

脳

｝

時
大
洲
市
民
会
館

｀

生

B
小

人

学

定

全

全

ツ

B

B
町

行

乳

た

町

小

日

消

国

日

県

町

日

日

第

学

公

町

教

商

母

町

日

同

町

日

町

町

胃

町

民

日

日

i

)

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
 

0
 0
 0
 0
0
0
:
に

し

て

、

自

然

に

め

ぐ

ま

れ

た

救

援

金

を

※

し

め

き

ら

れ

る

日

申

込

書

に

つ

い

て

は

猟

友

会

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
~

，
私
た
ち
の
ま
ち
を
、
公
害

の
な
八
月
三
十
一
日

事
務
局山
内
壮
亮
氏
(
T
E
L

0
2
3
4
5
6
8
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
6
2
7
2
8
2
9
2
3
4

~
|
1

八
月
末
日
ま
で
1

日
日

6
7
8
9

ー

1
1
1
1
1
1
1
~

い
く
ら
し
や
す
い
も
の
に
し
ま
肱
川
局
六
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ

『

月

、

。

7

i

し

ょ

う

。

海

の

向

こ

う

の

ア

フ

リ

カ

の

さ

し

月6
 

一0
と
ぎ
八
月
十
六

日
、
午
前
九
時

ー
十
二
時
ま
で

0
と
こ
ろ
町
公
民

〇
母
親
学
級
を

ひ
ら
き
ま
す
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税の l 
は？ ；＇ 

問 私の家より，隣のAさんは，土地も広いし所 i
得もはるかに多いと思います。部落の負担金な i
ども，いつも Aさんの方が多く納めています。 ： 
ところが，税金は私の方が倍以上多くかかって；：

． います。住民税はどのような計算でかかるので用
； しょうか。

i 家族の構成などでちがってきます ： 
！答 個人の住民税には，均等割と所得割とがあり i
； ます。このうち，所得割については，その人の i
： 前年中の所得に対して課税されることになって：＇
＇： いますが，税額を他の人と比較する場合，必ず i
用 しも，その人が，所得が多いからといって税額[

・; も多くなるとは限りません。それは，その人の：',
； 家族の構成な どによ って，所得から差し引かれ i
i る全額（所得控除額）に大ぎな違いがあるから：
； です。

＜； 住民税の計算は，普通の場合次のように行な用

！ うこ とにな っています。 i, 
] ※ I回生生の総所得金額！—|所得控除額l x !MI= l 

|j_年間の税額I
あなたと Aさんの場合，たしかに， Aさんの i

方が所得は多いのですが，しかし，家族の人数：

などに違いがあります。あなたは 5人家族， Ai
さんは 6人家族です。実際に計算してみます と；
次のようになります。

あなたの場合

総所得金額 580,000円

所得控除

履!1人） l，!:̀
課税対象額 107,000円

税額の計算

1 07, 000 X 2 % = 2, 140円 （町民税） ： 
1 07, 000 X 2 % = 2, 140円（県民税） ・、

2,140円＋2,140円＝4,280円（住民税額） ； 
Aさんの場合

総所得金額 890,000円

所得控除

{ ［犀 〖：書言 ； 
扶養控除 (4人） 480,000円
基礎控除 160,000円
合計控除額 852,700円

課税対象額 37,000円

税額の計錦

37,000 X 2 % =740円 （町民税）

37,000 X 2 % =740円（県民税）

740 + 740= 1,480円 （住民税額）

このように，所得はAさんが多くても，所得

控除額の違いによって，税額は，あなたの方が

多くなるわけです。

では，その所得控除はどんな理由で設けられ

ているかといいますと，それは，憲法で保証さ

れている「健康で文化的な最低限度の生活」を：

営むために必要な所得には課税しない というこ月

とからき ております。各納税者のそれぞれの所

得控除額は，その人の 1年間の最低限度の生計

費ということで， この生計費には課税しないこ

ととされているのです。ですから，あなたの場

合， 472,600円は， 1年間にどうしても必要な

生計費であり， Aさんは，人数が多いから852,

700円は必要だということになります。この生

計費には課税されませんので所得から 差し引

ぎ，余った所得について税金を納めていただ＜

ことになるのです。

また，納税者の税金を納める「力」は，所得

の大きさだけでは決定されるものではなく，各

納税者の個人的な事情によって大ぎく左右され

ます。たとえばまったく同じ所得の人であって

も，一方の人には，障害者の人がいて手がかか

ったり，病気がちで医療費がいったり，災難な

どにあったりした場合など，非常に 「力」の差

は大きくなります。ですから，住民税は， この

： ような，各納税者のいろいろな事情を考えあわ

： せて，納められる「力」に応じた負担をしてい

； ただくことになっているのです。

"• ,••• ••I,. •••• 、 ! .....' . ・ ・ ・・・ ・，，．．．．．｀ ， ． ．． ．．‘'． ． ．．．、，・・・・・ヽ， ， ．． ． ．｀，

住民

計算

台風の季節が近づぎました。

今年は，いつもの年に比べて台風の発生はおくれていま

すが，台風は例年八・九月ころになると日本に接近し，上

陸するものが多くなり，これによって尊い人命や財産が失

なわれています。

台風の被害を少なくするためには，みなさんのふだんか

らの準備や注意が大切です。台風に備えて次のことを心得

ておぎましょう 。

台 犀の破害乏

グなぐ和5ための
くらしのクロ恵

さ
っ
ば
り
と

II

衣
が
え
II

ー
自
然
公
園
鹿
野
川
園
地
ー

国

保

保
一険

証

今
こ
こ
に
あ
る
十

出
生
や
死
亡
、
転
出
、
転
入

万
円
の
金
は
、
何
年

他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
な
ど

一

で

二
十
万
円
に
な
る

の
変
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す

法
か
、
す
ぐ
に
暗
算
で

県
立
自
然
公
園
鹿
野
川
園
地

？・

く
に
届
出
を
し
て
国
保
証
の
訂

算

わ

か

る

方

法

が

あ

り

懸

案
だ
っ
た
第
二
次
林
業
構
ゞ

は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
公
園
で

正
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

か

暗

ま

す

。
そ
れ
は
「
七
造
改
善
の
地
域
指
定
が
本
決
り

と
な
り
ま
し
た
。

す
。

各
推
進
委
員
さ
ん
に
は
、
そ
そ
の
よ
う
な
手
続
を
し
な
い

、

る

殖

＋

を

年

利

で

割

れ

ば

お
と
ず
れ
る
人
達
に
い
こ
し

ー禾

れ
ぞ
れ
地
区
の
要
望
を
と
り
ま
ま
ま
、
本
人
が
転
出
ま
た
は
、

の
場
と
し
て
よ
ろ
こ
ば
れ
て
お
ヤ
9

ょ
い
」
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
年
利
が
七
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
あ

こ

り
ま
す
が
、
こ
の
仕
ど
各
樹
木

nー

1

と
も
国
保
証
を
使
用
し
て
医
者

と
も
、
か
た
ち
よ
く
せ
ん
定
さ
音
貯
な
ら
七
十
を
七
で
で
、
今
後
は
、
そ
れ
を
基
本
に

に
か
か
る
と
、
不
正
行
為
と
し

れ
、
ぎ
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

i

割

っ

て

十

年

と

な

し

て

二
次
林
構
の
趣
旨
に
そ
っ

た
計
画
を
立
て
、
価
値
あ
る
事

り
、
年
利
が
八
習
の

公
園
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
花
で

業
を
成
し
と
げ
た
い
と
、

町

、

て
医
者
に
か
か
っ
た
費
用
を
徴

場
合
は
、
九
年
足
ら

木
が
植
え
ら
れ
て
、
ひ
と
つ
ひ
年

と

つ

に

、

名

札

を

つ

け

て

お

り

森

林

組

合

と

も

に

、

張

り

切

っ

収

さ

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

ま
す
。

柘
＇
ず
で
倍
に
な
り
ま
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
内
み
な

さ

っ

ば

り

と

し

た

、

鹿

野

川

す

。

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

園
地
へ
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
。

し
ま
す
。

※

災
害
時

に

近

所

の

人

と

協

る

木

の

枝

は

切

り

落

し

て

お

さ

ら

に

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

｀
 

は

力

し

て

避

難

な

ど

が

で

き

る

<
9

妻
で
あ
る
期
間
は
、
国
民
年
金

よ
う
事
前
に
話
し
合
い
、
安

※

プ

ロ

パ

ン

ガ

ス

の

ボ

ン

ベ

に

加

入

し
て
い
な
い
期
間
も
、

全
な
場
所
と
そ
こ
へ
の
道

順

は

倒

れ

た

り

し

な

い

よ

う

安

通

算

年

金

の

資

格

期

間

に

算

入

ーヽ号

を

確

か

め

て

お

く

。

全

に
と
め
て
お
く
。

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

5
※

住

居

附

近

の

地

形

か

ら

み

◎

台

風

が

近

づ

い

た

「

奥

さ

ん

、

あ

な

た

の

年

金

さ

ん

は

国

民

年

金

が

受

け

ら

れ

す

。
こ
の
面
で
も
「
妻
の
座
」
町
内
の
道
路
は
、
現
在
で
は
砂
崩
れ
を
起
し
、
通
行
で
き
な

0
特
別
被
保
険
者
証
の
交
付

は
あ
り
ま
す
か
？
」

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
老
令
年
は
特
別
待
遇
を
受
け
て
い
ま
す
町
が
管
理
し
て
い
る
も
の
が
一
く
な
る
な
ど
皆
ん
な
が
不
便

と
き
の
準
備

第

て

、

ど

の

よ

う

な

災

害

が

起

（
 

き
る
か
よ
く
知
っ
て
お
く
。

「
い
い
え
、
主
人
が
職
場
の
金
は
六
十
五
オ
か
ら
で
す
が
、
加
入
の
手
続
き
は
、
生
活
福

0
六
・
八
芦
、
国
道
、
県
道
を
で
す
。

保
険
者
証
は
、
一
世
帯
に
一

※

停

電

に
備
え
て
懐
中
電

灯

※

テ

レ

ビ

、

ラ

ジ

オ

で

気

象

年

金

に

加
入
し
て
い
ま
す
か
も
し
、
そ
れ
ま
で
に
病
気
や
怪
祉
課
年
金
係
で
い
つ
も
受
付
け
合
せ
る
と
、
一
六
七

・
九
認
と

そ

こ

で

、
災
害
が
発
生
し
た
枚
し
か
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
出
稼
、
長
期
間
の

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
情
報
や
防
災
上
の
注
意
事

項

ら

」
と

い
わ
れ
る
奥
さ
ん
が
た
我
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
は
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

時
は

「
石
積
が
ふ
く
れ
て
い

ロ
ー
ソ
ク

ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
を
よ
く
聞
く
。

※

風

当

り

の
強
い
場
所
の
ガ
に
と
く
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
障
害
年
金
が
、
ご
主
人
に
万
一
う
一
度
奥
さ
ん
自
身
の
将
来
の
し
か
し
、
一
部
の
改
良
部
分
る
。
」
と
か
、
ま
た
「
落
石
が

く
。

※

外

出
や
旅
行
は
で
き
る
だ
ラ
ス
窓
は
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
い
話
が
あ
り
ま
す
。

の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遺
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
早
く
加
を
除
き
、
ど
の
路
線
を
見
て
も
あ
り
、
土
砂
崩
れ
の
お
そ
れ
あ
旅
行
、
あ
る
い
は
修
学
の
た
め

※

家

や

へ

い

な

ど

の

補

修

を

け

見

合

わ
せ
る
。

な
ど
を
は
り
補
強
す
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
族
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
母
子
年
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
こ
の
道
は
大
丈
夫
と
い
え
る
道
り
」
な
ど
気
が
つ
か
れ
た
ら
で
に
家
を
離
れ
て
暮
す
と
き
な
ど

し
、
み
ぞ
や
下
水
は
流
れ
を

※
窓
や
璽
戸
な
ど
は
、
く
ぎ
※
煙
突
、
看
板
、
へ
い
な
ど
ご
主
人
が
加
入
し
て
お
ら
れ
る
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

す
。

は
な
く
、
一
雨
く
れ
ば
石
積
が
き
る
だ
け
早
く
役
場
へ
連
絡
し
一
枚
の
保
険
証
で
は
不
便
な
場

て
く
だ
さ
い
。

合
に
は
、
そ
の
被
保
険
者
の
た

よ
く
し
て
お
く
。

か

す

が

い

な

ど

で

止

め

る

か

も

針

金

な

ど

で

十

分

に

補

強

年

金

制

度

に

よ

っ

て

間

接

的

に

国

民

年

金

は

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ふ

く

れ

、

二

雨

ふ

れ

ば

崩

れ

て

電

話

肱

川

一

六

番

め

に

、
別
の
保
険
証
が
交
付
で

※

風

で

折

れ

た

り

、

電

線

に

板

を

あ

て

て

早

目

に

補

強

し

し

て

お

く
。

保

護

さ

れ

て

い

る

だ

け

で

、

奥

ン

の

奥

さ

ん

に

と

っ

て

、

ま

さ

し

ま

う

よ

う

な

箇

所

が

多

く

あ

り
ま
す
。
山
ぎ
わ
に
し
て
も
同

じ
で
、
ち
ょ
っ
と
の
こ
と
で
土
産
業
建
設
課
建
設
係
ま
で
き
ま
す
。

ふ
れ
た
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
て
お
く
。

※
が
け
地
の
付
近
は
、
大
雨
さ
ん
自
身
に
対
す
る
保
障
は
充
に

「
妻
の
座
」
を
守
る
年
金
と

が
続
く
と
地
盤
が
ゆ
る
み
‘
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

い
え
ま
し
ょ
う
。

が
け
く
ず
れ
の
危
険
が
あ
る
た
と
え
ば
、
万
一
不
幸
に
し

の
で
十
分
注
意
す
る
。

て
、
ご
主
人
に
先
だ
た
れ
ま
す

◎
避
難
す
る
と
き
の
注
意
と
、
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

※

火
の
始
末
や
戸
締
ま
り
を
す
が
、
こ
れ
は
ご
主
人
が
受
け

確
実
に

し
、
電
気
は
メ
ー

ン

る

年
金
の
半
額
に
過
ぎ
ま
せ

ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
ガ
ス
は
ん
。
ま
た
奥
さ
ん
自
身
が
思
い

元
栓
を
閉
め
る
。

が
け
な
い
事
故
で
障
害
者
に
な

ら
れ
て
も
、
そ
の
保
障
は
何
も

{

※

老
人
、
幼
児
、
病
人
等
の

い
る
家
庭
で
は
早
め
に
避
難
ぁ
り
ま
せ
ん

。

＂

す
る
。

こ
れ
で
は
奥
さ
ん
自
身
の
保

、
も
障
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
心
細

ヽ

※

服
装
は
行
動
し
や
す

の
と
し
、
と
く
に
風
に
と
ば
く
不
安
定
で
す
。
~

さ
れ
て
く
る
物
か
ら
身
を
守
国
民
年
金
は
、

二
十
才
以
上

一

ル
メ
の
人
で
、
他
の
年
金
制
度
に
加

5

る
た
め
に
、
帽
子
、
ヘ

ッ
ト
な
ど
を
か
ぶ
り
露
出
部
入
し
て
い
な
い
人
を
対
象
に
し

分
が
少
な
い
服
装
と
す
る
。

て
い
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン

-

※

携
帯
品
は
必
要
品
の
み
と
の
奥
さ
ん
で
も
希
望
す
れ
ば
加

一

し
背
負
う
よ
う
に
す
る
。

入
で
ぎ
ま
す
。
こ
れ
を
「
任
意

[

※

切
れ
た
電
線
や
た
れ
下
が
加
入
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

i

っ
た
電
線
に
は
絶
対
に
ふ
れ
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
一

な
い
。

ご
主
人
は
職
場
の
年
金
を
、
奥

―

第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
の

指
定
き
ま
る

0
異
動
が
あ
っ

た
と
き
に
は
届

出
を

氾上＞

年
金
制
度
に
加
入
し

将
来
に
備
え
よ
う

道
路
は
皆
ん
な
の
も
の

災
害
報
告
は
い
ち
早
く
役
場
へ

に
つ
い
て


